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 山家光泰（市立図書館長）、古川浩司（市立図書館主任） 

釣島章継（市立図書館主任）、河野沙織（市立図書館主任） 
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会 議 次 第 

１，開  会 

２，あいさつ 

３，報告事項 

（１）今年度事業の報告、今後の事業について 

（２）市民とめざす図書館づくりについて 

（３）その他 

４，閉  会  
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１.開  会 

・開会宣言 

 

２.あいさつ 

・高田会長 

 

３.報  告 

 （１）今年度事業の報告、今後の事業について 

 ・【事業報告、事業計画】 

令和６年度現在まで取り組んだ事業内容と今後の事業内容及び令和７年度の事

業計画について事務局より説明 

・【資料編】年間利用者数、貸出冊数の推移について 

図書館利用状況全館、各館(室)別について、資料により説明。コロナ禍前     

には戻っていないが、徐々に回復してきており、休館日をずらしたことによる新

たな利用者の獲得ができたこと。また、年代別の利用人数、利用冊数についても

合わせて資料を説明 

・【利用者アンケート】令和５年度実施分 

  アンケート結果では、４館室あることを知らない方がいること、図書館に     

必要と思う機能・設備については、無料 Wi-Fi、カフェ、飲食可能な休憩室が上     

位であることを説明 

アンケートでは厳しいご意見もあるが、市立（築２８年）三原（築３４年）老 

朽化対策の改修もしながら利用していただける施設を整備していくこととしたい 

 

【報告事項（１）に関する質疑応答】 

（１）今年度事業の報告、今後の事業について 

・本の福袋はどのようなものか 

・中身が見えない紙袋に本を入れておき、袋の外側にその本のテーマを書いておく。

利用者はテーマで袋を選び貸出する。本との新しい出会いになるように企画して

いる 

・図書館司書の人数はどれくらいいますか 

・５人の司書が、市立４名、三原分館１名働いており、今後三原分館とのバランス

もとっていきたいと考える 

・利用者アンケートで要望の高い無料Wi-Fiは進めてくれていますか 

・図書館のWi-Fiを使いトラブルに巻き込まれないためには一定の予算の確保が必

要。何かあると責任問題に繋がるので、安全面等の確保が必要であり、セキュリ

ティなども含めて勉強しているところ 

・市町では財政的なことから図書館予算も厳しいと聴く。今後も図書購入費を維持

してもらいたい 

・本市も他市と同様に厳しい状況であり、今後も減らされることのないよう努力し

てまいります 

・図書購入費をなんとか維持していく上で、もっと新刊購入をたくさん買ってるよ
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と市民に対するアピールを積極的にすること 

・来年度から公式 LINEで発信することを考えており、PRしていきたい 

・児童書などの貸出ランキングを伝えてることはできないか 

・図書館 HP にはランキングが掲載されていますが、あまり知られていないのこと

があり。今後は伝える手法を考えたいと思います 

・「成瀬は天下をとりにいく」※本屋大賞 は大変人気で予約待ちでしたが、気に入

って買いました。本屋とも共存できるのではないか。図書館で借りることも良い

ことですが 

・副本を買うことは本屋サイドから難しいとの意見もあります 

・中高生、年配の年齢で、借りる本の傾向はわかりますか 

・分析はそこまでできていない 

 

【報告事項（２）に関する質疑応答】 

（２）市民とめざす図書館づくりについて 

・図書館デザイン会議、市民ボランティア、職員研修の取り組みについて報告     

し、市民との対話を進めるため、職員、会計年度任用職員についても研修を行い

ながら取り組んでいることを報告 

・図書館の活動が公民館講座とかぶるイベントもある。すみ分けをどう考えていく

か 

・重複するようであれば公民館活動と連携し、つなげていきたいと考えている 

 また、公民館とのすみ分けについて、「きっかけ」も図書館で提供できるものでは

ないかと職員からも意見が出ている 

・公民館講座は、有料になるのですぐに公民館への案内はハードルが高いが、最初

のファーストステップ、きっかけとして行うなら、内容が公民館とかぶってもよ

いのではないか 

・その考えで良いと思います 

・グランドピアノについて、なぜ図書館にあるのが不思議である 

・市立図書館建設前の先進地視察先にピアノがあったことから置いていると聴いて

いる 

・三原分館には昔、水槽が雑誌コーナーにあったことがあり、熱帯魚をかっていた

ことがあった。水槽のある図書館と言われた。市立図書館も「ピアノのある図書

館」となれるのではないか。朝の１時間くらい演奏していたこともあると聴く 

・静かに本を読みたい方もいるので、２階に静寂室を設置しながら進めたい 

・開館時間を短くすることはできないか 

・三原は昔 18 時だった。南淡ができて 19 時だったので、19 時に言われてした経

緯がある 

・開館時間が変わるからサービスが下がるとは一概に言えない。 

地域制も考え、開館時間は短くてもよいと思うが、光熱費、人件費が抑えられる

のではないかと考えるが 

 

（３）その他 

先進地視察として伊丹市立図書館ことば蔵への出欠確認と図書館協議会委員の公

募及び改選について説明し、次回３月に第２回の協議会を行う旨を伝えた 

４.閉  会 


